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ブランコであそんでたのしかったよ。
すわってのったんだよ。すわるところを
かくのがさいごになったから、どうかこ
うかかんがえてかいたよ。

「世の中のことに…」
東刈谷小学校　６年 角

つのおか

岡太
たい

智
ち

さん
ぼくがこの作品で工夫したことは、
筆の太さを変えて迫力のある作品に
したことです。筆の迫力を印象づける
ために、色もうすくぬりました。

小垣江ちゃらぼこ保存会代表
小垣江町 石

い し

川
か わ

富
と み

夫
お

さん(71)
昭和34年の伊勢湾台風によって一度

は途絶えてしまったちゃらぼこを復活さ
せようと、平成元年に有志を集めてちゃら
ぼこ保存会を立ち上げ、以降約30年間保
存会の代表として伝統を継承している石
川さん。ちゃらぼことは、真ちゅうの胴の
両側の皮を金具で締めた太鼓を使用する
形態のおはやしで、小垣江町の祭礼の際
に神社に奉納されるものです。「小学生の

時に囃
はやしぐるま
子車の綱を引いて、宮入りしたこと

を今でも思い出します。その景色をもう
一度見たいという思いでこれまで続ける
ことができています」と活動の原動力を語
ってくれました。かつて、ちゃらぼこに参加
していた先輩に口伝えで教わり、今では
13ほどの曲を演奏しています。
「再び途絶えることがないように活動し
たい」という思いから後継の育成にも積
極的な石川さん。保存会を発足してから
数年後には地域の小学校のクラブ活動と
なり、地元の子どもたちも笛や太鼓に触
れることが多くなりました。また、「参加し
たいとき参加するというスタンスで、緩や
かなつながりでやっていきたい」と気軽に
来ることができるような気風作りも行っ
てきました。このおかげで、かつて小学生

だった子どもが高校生や大学生になって
も参加し、保存会のメンバーも大きく減
少することがなく今に至っています。
「小垣江のちゃらぼこには、世界で小垣
江でしか聞くことのできない曲が数曲あ
るので、先人が守り伝承してきた曲を今
後も伝承していきたい」と未来を見据え
ます。

刈谷市役所開庁時間　8時30分～17時15分（土日祝日、年末年始を除く）　☎0566-23-1111（代表）　https://www.city.kariya.lg.jp
休日・夜間窓口　▶月・水・金曜日（祝日、年末年始を除く）17時15分～20時　▶土曜日（年末年始を除く）9時～12時30分　☎0566-62-1080
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